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共同事業ニュース：2025 年 5 月号 
2025 年 5 月 29 日発行 

№189 

 
 
○ 本誌は、毎月１回、都道府県石油組合、北海道 18 石油組合、共同事業部会委員、農林漁

業部会委員に配信しています。 
○ 全石連のホームページ“石油広場：http://www.zensekiren.or.jp/”に最新号から 1 年前の 

バックナンバーまで掲載しています。 
「石油広場 トップページ」⇒「各種情報」⇒「共同事業グループニュース」 
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１．「ガソリンのギフト券」事業状況  

(１)ガソリン券事業の本事業化について 

ガソリン券事業は２０２１年度から２０２５年度まで、その収益性を検証するため「実証

事業」という位置づけで実施することになっています。４年間の成果や顕在化した課題をもと

に実証事業期間終了後の取り扱いについてガソリン券委員会、共同事業部会で協議した結果、

新たな収益事業として推進していくことが提議され、５月２１日（水）の全石連理事会にて承

認されました。実証事業の最終年度である２０２５年度は、取扱店数の拡大、ユーザーの認知

度アップを重要課題として取り組んでまいります。引き続きご協力のほど何卒宜しくお願い致

します。 

 

(２)登録・販売状況について 

組合各位のご協力により、取扱店７，８３９ＳＳ(１３増・先月: ７，８２６)、販売店２，

２１９ＳＳ(８増・先月: ２，２１１ＳＳ)のネットワークとなりました。全国での登録率は３

７．５％です。 

５月の販売枚数は、５月２８日現在で２３，９３６枚、前年同月の１３，４８８枚と比較す

ると１７７％と大きく伸びています。千枚規模の注文が毎月数件入ってくるようになりまし

た。 

ガソリン券が大々的に利用されている事例を紹介します。イオ

ン九州株式会社様では、九州内のイオン系列店への来店者に抽選

で７０名に５万円分のガソリン券（３，５００枚）をプレゼント

するキャンペーンを実施しました。 

この企画を立案した同社の販促マネージャーの方からは「ガソ

リン券はお客様へのアピール性が非常に高く、ノベルティとして

配布する側からも大いに魅力を感じる。引き続きガソリン券を使

ったキャンペーンを企画したい。」という感想をいただきました。  

今後、他のイオングループ企業での採用も期待できます。 

 

 

 

 

(３)取扱店募集キャンペーンの実施について 

６月１日から１２月３１日までの期間で、組合を対象としたガソリン券取扱店募集キャン

ペーンを実施します。キャンペーンの詳細については文書にてご案内いたしますが、取扱店の

新規登録に対するインセンティブを手厚くしています。 

「使えるガソリンスタンドが多いこと」がガソリン券の販売拡大につながります。先述し

たノベルティを検討している企業にとっても大きなメリットになります。ぜひご協力ください

ますよう、お願い申し上げます。 

 

直近の登録・販売状況については、６頁をご覧ください。 

 

 

２．共同購買関係連絡事項 

（１）２０２４年目標達成状況および表彰について 

 ２０２４年度も大変多くの組合が目標を達成されました。２０年連続全種目目標達成の「Ｖ
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２０」は１組合、１０年連続全種目目標達成の「Ｖ１０」は３組合、全種目目標達成の「優秀

組合」は１０組合となりました。共同事業グループ一同より感謝申し上げるとともに、６月１

２日に札幌市で開催される通常総会の会場で表彰いたします。 

 

１．２０年連続全種目目標（Ｖ２０）達成 福島県石油業協同組合 

２．１０年連続全種目目標（Ｖ１０）達成 秋田県石油商業協同組合 
神奈川県石油業協同組合 
福井県石油業協同組合 

３．全種目目標達成 優秀組合 宮城県石油商業協同組合 

福島県石油業協同組合 

秋田県石油商業協同組合 

新潟県石油業協同組合 

神奈川県石油業協同組合 

三重県石油業協同組合 

福井県石油業協同組合 

広島県石油販売協同組合 

佐賀県石油協同組合 

沖縄県石油業協同組合 

             

（２）共同購買担当者について 

５月３１日付けで山本（派遣社員）が契約満了で退職します。 
なお、３月１０日付で大野（派遣社員）が配属されていますので、改めてご紹介します。 

 
 

３. 中型生命グループ保険の掛金改定 

２０２５年６月１日現在で前月比４人増の５，９８９人です。(前月５，９８５人) 

中型生命グループ保険の加入更新日は８月１日となっていますので、現在の加入内容（加入

者、保険金額、掛金など）を記載した「更新のご案内」を６月上旬に加入者へ発送する準備を

進めています。 

 ２月の担当者会議の際にもお伝えしましたが、２０２５年８月１日始期の加入・継続分から

長年にわたり据え置いていた制度運営費を値上げします。中型生命グループ保険は１００万円

につき１４９円が１９０円に、ファミリープランは１００万円につき９９円が１１０円にな

り、月額掛金が上がります。 

中型生命グループ保険専用傷害総合保険も全コースの制度運営費を値上げするので、年間掛

金が改定されます。 

オプション特約の個人賠償責任補償は保険料が改定され、１，３６０円が１，２９０円に下

がります。 

改定掛金を掲載した２０２５年度版パンフレットは、６月中旬頃に組合へ発送予定です。 
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４.  ＳＳパートアルバイト専用傷害プランの掛金改定 

２０２５年８月１日始期の加入・継続分から全コースの制度運営費を改定するので、年間掛

金が値上げされます。 

 
 

５. ＳＳ総合安心プランの補償内容改定について 

昨今、走行中に外れたタイヤが歩行者に当たり重傷を負わせた事故が報道されていることは

記憶に新しいかと思います。こうした事故は「生産物賠償事故」となり、ＳＳ総合共済では、

対人１事故１名５０万円、対物１事故５０万円、ＳＳ総合共済の補償額が上乗せされるＳＳ総

合共済安心プランでは、対人・対物共通で１名・１事故２００万円の補償額を提供しています。 

ＳＳでのタイヤ交換が原因で前述の事故が発生した場合、ＳＳ総合共済と安心プランを合算

した補償額２５０万円では賠償額に大きく不足することは明らかです。 

今秋の契約更改からより安心いただける補償額を提供するため、安心プランの補償内容の改

定に向けて準備を進めております。 

詳細が確定しましたら、組合へご連絡させていただきます。 
 
 

６．業転玉は集計対象外です 

国Ａ、農軽、海運の各制度とも業転玉は集計の対象外となっています。業転玉や他社買いが

疑われる場合、元売は確認の際に削除するよう全石連を通じ登録業者に求めてきます。農軽、

海運は追加・修正ができないので、各制度とも正しい内容で期日までに提出するよう登録業者

にご指導ください。 

また同じ元売のものでも供給ルートの違うもの（直近供給先：特約店経由と商社経由等）を

合算することはできません。面倒でもそれぞれ別に作成し提出するようご指導ください。 

登録業者には折あるごとにご指導・ご連絡いただきますようお願いいたします。 

 

 

７．２０２４年度国Ａ実績について 

国Ａの２０２４年度の実績がまとまりました。２０２３年度５１万２千ＫＬに対して１万１

千ＫＬ減・対前年比９７．８％の５０万１千ＫＬとなり、減少はしたものの何とか５０万ＫＬ

を超える結果となりました。ありがとうございました。 

減少理由としては、原油価格高騰や円安による経済的影響から燃料油全体の価格が高くなり

農林漁業用Ａ重油も使用が控えられたこと、他油種等への燃転が進んだこと、漁業では海水温

等の影響によると思われる魚種の変化など様々な要因があると考えられています。 

今後も基本的には国Ａの需要減少は続くと考えられます。漁業はもちろん、農業や林業にお

いても取りこぼしをなくし、確認漏れの数量を極力少なくしていくことが重要であると思われ

ます。あらためて組合から登録業者に対し総括表の提出の励行をお願いしてください。また少

量であるなどの理由のため提出していない販売業者がいる場合は、ぜひ登録業者になるよう組
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合から啓発・声がけをお願いいたします。 

 
 
---------------------------------------【農林漁業チームからのお願い】------------------------------------- 

無税重油、国産Ａ重油、農林軽油、海運用燃油に関する総括表等に設けている提出期日が近

づいてきましたら、登録業者からの提出状況をご確認ください。 
期日までの提出励行にご協力をお願いします。   
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直　　売 卸　　売 累　　計

555 192 北海道 2,173 4,099 502 4,601 1,383

171 5 青　森 66 133 0 133 60

234 21 岩　手 0 30 1,000 1,030 1,040

235 15 宮　城 182 240 95 335 1,305

463 33 福　島 2,090 55 2,160 2,215 1,150

260 27 秋　田 220 402 0 402 120

189 24 山　形 38 276 50 326 486

344 92 新　潟 30 50 130 180 195

430 206 長　野 5,240 32,142 220 32,362 933

66 19 群　馬 1,270 1,570 50 1,620 50

198 11 栃　木 430 430 0 430 121

304 75 茨　城 150 125 1,130 1,255 1,062

94 7 千　葉 200 226 0 226 73

91 20 埼　玉 1,099 612 900 1,512 270

258 23 東　京 2,720 4,008 50 4,058 1,694

109 14 神奈川 814 1,189 0 1,189 259

175 51 静　岡 20 455 0 455 306

134 47 山　梨 150 50 100 150 173

271 103 愛　知 300 340 1,320 1,660 258

114 54 三　重 50 0 80 80 46

154 58 岐　阜 0 0 0 0 10

195 71 富　山 2,020 1,145 3,000 4,145 1,105

81 31 石　川 90 110 0 110 289

124 81 福　井 81 81 100 181 100

23 9 滋　賀 0 10 0 10 61

30 19 京　都 19 19 0 19 394

126 46 大　阪 162 202 50 252 185

19 13 奈　良 0 0 0 0 30

42 14 和歌山 0 0 0 0 375

196 54 兵　庫 32 103 110 213 5,053

124 51 岡　山 0 400 0 400 20

201 116 広　島 130 86 360 446 35

90 38 鳥　取 0 4,150 0 4,150 20

124 68 島　根 200 153 300 453 400

102 39 山　口 110 10 750 760 66

64 13 徳　島 0 0 0 0 0

56 39 高　知 50 36 50 86 76

120 47 愛　媛 10 10 0 10 372

163 57 香　川 809 477 600 1,077 1,411

93 46 福　岡 319 4,370 14 4,384 270

124 55 大　分 15 65 70 135 20

85 38 佐　賀 0 60 20 80 243

164 46 長　崎 100 110 180 290 830

106 18 熊　本 60 565 100 665 350

231 57 宮　崎 100 15 150 165 204

124 22 鹿児島 27 217 0 217 289

183 34 沖　縄 690 0 840 840 150

7,839 2,219 全石連 1,670 7,755 0 7,755 3,900

7,826 2,211 総　計 23,936 66,581 14,481 81,062 27,242

北海道

青　森

岩　手

ガソリンのギフト券　登録・販売状況(2025年5月28日現在)

登録状況 販売状況

組合名
ギフト券
取扱店

ギフト券
販売店

組合名 5月計
2　0　2　５　年　度 2024年度

同時期累計枚数

宮　城

福　島

秋　田

山　形

新　潟

静　岡

長　野

茨　城

千　葉

埼　玉

東　京

神奈川

群　馬

栃　木

和歌山

山　梨

愛　知

三　重

岐　阜

富　山

石　川

福　井

滋　賀

京　都

大　阪

奈　良

大　分

兵　庫

岡　山

広　島

鳥　取

島　根

山　口

徳　島

高　知

愛　媛

香　川

福　岡

総　　計

4月末数値

佐　賀

長　崎

熊　本

宮　崎

鹿児島

沖　縄


